
令和６年度 五十崎中学校部活動方針 

内子町立五十崎中学校 

１ 活動目標 

⑴ 生徒の興味や関心を重んじ、自主的、自発的な学習意欲の高揚に努め、心身の調和や

発達をスポーツ並びに文化活動を通して促進する。 

⑵ 個々の生徒の特性・よさを引き出し、その伸長に努める。 

⑶ 教師と生徒、及び生徒相互間に好ましい人間関係を育て、社会人としての基本的生活

様式を体得させる。 

  

２ 設置する部活動及び大会等の予定  

部活動名 主な大会等の予定 

サッカー部 

ｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ南予地区予選（７月、県大会８月） 

ＥＰリーグ後期(７月～１月）前期(２月～６月) 

若鮎チャレンジカップ、八幡浜チャンピオンカップ(１月) 

町並みチャレンジカップ(２月) 

男子ソフトテニス 

南レク杯ソフトテニス大会、大洲ＳＴＡ杯（４月） 

伊藤旗杯、大洲市喜多郡研修大会（５月） 

学年別大会、大洲市喜多郡研修大会（８月） 

南予新人ソフトテニス大会（10月） 

南予中学生ソフトテニス大会（３月） 

ソフトボール部 
協会主催県大会(７月、２月) 

協会主催県新人大会(10月) 

バレーボール部 
県中学生バレーボール選手権大会南予予選(５月、12月) 

喜多カップバレーボール大会(８月、３月)  

卓球部 

仙波杯卓球大会、大洲市喜多郡卓球大会(４月) 

中学生オープン卓球大会(５月) 

長浜卓球大会（７月） 

四国卓球選手権大会(７月地区予選、８月県予選) 

全日本卓球選手権（７月地区予選、８月県予選） 

県小中学年別卓球大会（１月、県大会２月） 

その他中南予・南予・市町大会あり 

吹奏楽部 

五十崎地区芸能祭(５月)    カイツ音楽発表会(６月・12月) 

県吹奏楽コンクール(８月)   アンサンブルコンテスト(12月) 

内子町音楽会（11月） 

総合文化・科学部 
定期的に地域の様々な活動をされている人を講師として招き、それぞ

れの活動を体験する。 

 

⑴ 運動部共通の大会等 

   大洲市喜多郡総合体育大会（６月） 愛媛県総合体育大会（７月） 

   大洲市喜多郡新人体育大会（９月） 愛媛県新人体育大会（11月） 



３ 活動運営及び下校時刻・休養日 

 ⑴ 部活動顧問は、年間並びに毎月の活動計画及び活動実績を作成し、計画的に継続した

活動を行う。 

 ⑵ １日の活動時間は以下のとおりとする。 

  ア 授業日は、２時間程度とする。 

  イ 休業日は、３時間程度とする。 

⑶ 下校時刻は以下のとおりとする。 

  ア ４月～新人大会      18:00  イ 新人大会～10月      17:30   

ウ 11月～１月        17:00   エ  ２月           17:30  

オ ３月           18:00   

 ⑷ 休業日は以下のとおりとする。 

  ア 原則として、週当たり３日以上の休養日を設ける。 

   (ｱ) 各学期中は、月・水曜日を休養日とする。原則として、土・日のいずれか１日以

上を休養日とする。 

   (ｲ) 上記の休業日がとれない場合は、休業日を他の日に振り替える。 

  イ 長期休業中は、アとは別に、ある程度まとまった休養期間を設ける。 

  ウ 生徒に十分な休養を与えるとともに指導者自身もリフレッシュできる機会を作る。 

 ⑸ 大会参加や大会直前の練習、休業中の練習試合等がある場合は、別途休養日を確保

し、怪我につながるオーバーワークや疲労の蓄積などにつながらないよう、生徒の体調

面等に十分配慮する。 

 ⑹ 熱中症事故防止の観点から、気象庁の高温注意情報や環境省の暑さ指数等の情報、「熱

中症予防運動指数」等を参考に、気温・湿度などの環境条件に配慮した活動を行う。   

 ⑺ その他 

   文化部については、休業日に、指導者を招いた練習や合同練習、強化練習等を行う場

合は、校長の責任において行い、回数や練習時間を適切に勘案する。 

   学校の部活動に入部せず、地域クラブ活動に所属できる。その場合、選手登録した団

体でのみ、大会に出場できる。 


